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1./% b

l927年3月規京都学芸大学助教授永友勇民は宮崎県児湯郡都農町に於て,-ゼ (RhussucLe-

daneaL･)-の枯株上に1経のウロコクケ属菌 (SlereuZn) を発見した. この腐朽材は全 く辺材

を失った苗木であったが,表面には多数の子実体を畢生して,その形態は楢材を侵害するカタウ

マコクケ (Stereum frustulosum)に頗る類似し, 材に明瞭な軌 条状孔腐性白色朽 (white

pocketrot)を呈していた. その後, 民は京都府舞鶴市附近に於ても,歴々同様な標本を多数

採集したが,.宮部金吾博士から分譲せられた標本によると,本菌は 1902年4月既に田中芳男氏

によって,岡山県下で発見採集せられている.従って本菌は頚部以西の地にかなり広 く分布して

いるものと思われるが, 本邦はゆうまでもなく, 外国に於ても全 く記載のないもの ゝようであ

a.宮部博士並に永友氏によれば,本菌の侵害を還った-ゼ腐朽材は極めて美観を星するので,

古 くから種々の工芸品に利用せられた由である.

筆者等は本菌を分離 ･培養して,程々の生理学的性質を検討すると共に･,菌の形態,種々の材

片に対する侵害力等をカタウロコクケと比較研究し, その結果の大要を既に昭和 13, 16年の2
1)L')

回植物病理学会の席上で発表したが,宝に'捻括して報告すること しゝた.

本稿を葦するに当り,貴重な標本を御分譲下された宮部金吾博士,材料の蒐集その他種々の点

に於て御投助下された永友勇氏並に丹羽静子女史に深甚な謝意を表する.

2.ノ､ゼ心材上に発生し†二本菌子実体の形態 と材の腐朽状態

本菌は-ゼ材上に届平に背潰して,多数の小形子実体を鱗片状に生ずるものであるが (第 1図

版,第3,4囲),材の垂直面に生じた場合には多少上部が反転して蓋を形成する.(第 1図版,第

4図),その質は木質で硬 く,形態は全 くカタウロコクケ (SteグeumfrustulosunL)と同一であ

る･子実体の大きさはカタウロコク'/より一般に精々大形の3:うで,慣径は 1-10mm を'るが,

両菌共大小不定であって,斯かる点から両菌を区別することは困難である.子実暦面は衣白色を

星し,材に晋着する部分は黒褐色であるが,子笑暦面には夏期無数の組胞子を形成する.筆者等

は永友氏の協力を得て,1938年8月10日京都府舞鶴市大野辺に於て採集した-ゼ材上の木蘭標

本に多数の胞子を発見した.

≠京都大学農学部植物病児学研究室業横,算260号.

本研究は文部省科学研究費によって行った業績の一部である (逸見).
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胞子の形態は球形叉は精 楕々円形に近 く,1滞僅かに尖って華巣の桂子形を星し,無色透明,
9) 14)

平滑である (第1因).その太さ 3･0-4･2×4.2-5.8p であって, 胞子粉は白色を具し,北島
4)

BURT等の記載するカタウロコタケの胞子と全 く一致する.

Fig･1 Basidiosporesproducedc!nfruitbodiesofthebiologicformofSiereumfrusiulosum
xl〔)00
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子実体の断面は多摩をなして,最下暦の新しい子冥盾は

無色であるが,古い部分程黄色から褐色に変じている.-

ゼ材上の本菌では子実暦面に組子基に混じて,先端は姥状

突起のある帯則側糸 (bottle-brushparaphyses)が多数

存在しているが,それらの大きさは組子基と略々同様で り,

この点に於ても亦カタウロコクケと区別することができな
4)1】)

い .

本菌が-ゼ材に免 責状孔腐性白色朽を星する事は既に連

べたが,その腐朽孔の大きはカタウロコタケ被害材のそれ

に比較して頗 る大きく,カタウロコクケ被害ナラ材に於て

平均 1×0･2cm･程度に対し,-ゼ材縦断面に於ては,平均

3×1cm.に達する. これらの小孔は精々レンズ形を呈して, 内部に雪白色繊維状物を充満して

いるが, それらは木部繊維の変形したものであって, 明瞭な Cellulose反応を呈して,塩化亜

鉛妖鑑液で育紫色に変じ,濃硫酸では膨化して,青色となる.これら小孔間の材質は褐色に変ず

る事著しく,腐朽の進展したもの程その孔間部が薄 くな り,横断面では全 く蜂竃そのもの 観ゝを

鼻している (第 1図版,第 1,2因).

3-供試菌の分離麓に培養基上の諸性質

(1) 供試菌の分離 筆者等は-ゼ材並にナラ材上の両薗子実体及び腐朽材から下記 6系の供試

菌を分離したが,分離系統を表示すれば次のようである.

1. -ゼ村上の Siereum 属薗 (Rhus･strains)

a.濃色系･･-･RhusI.Åug.6,1934, 京都府舞鶴市大野辺にて永衣勇採集,同 Aug･27材及び子

実体から丹羽静子分離,但し実験には子実体 よりのものを供用･

b.淡色系･･････RhusI. Dec.14,1934,同上の地にて永友勇採集,Jan･8,1935,子実体より丹羽

静子分健.

RhusV_ Jam,4,1935,官時弊兄湯郡都農町都農神経境内で永豪勇採集,Jam,15,

子実体 より丹羽静子分離･

RhusIV.Jam.4,1935,同上の地にて永友勇採集, Jan･15,子実体 より丹羽静子分

離.

2. ナラ財 (枯倒木)上の カタウロコタケ (Ouwcus･sirains)

a･.淡色系---QueycusI
b.濃色系･-･･Quercus丑)･f

July16,1934,京都酎 ヒ桑田部知井村京大演 習林にて赤井重恭採集,

July.23,子実体 より赤井分離･

(2) 培養基上に於ける両菌の発育比較 筆者等は先ず-ゼ薗及びナラ材上のカタウロコクケか

ら分配した供試 6系に就いて培養基上の諸性質む と較検討するため,乾沓煎汁寒天,稀薄醤油寒

天,庶糖2,00,加用馬鈴薯煎汁寒天の3培養基に 24OC･下で 8こ13日間培養して･その発育状態

を観察したが,その結果からでは,-ゼ菌をカタウロコタケと区別する事は全 く困難である.こ

れらの供試菌は共に乾香煎汁寒天上では, 強烈な 1線の芳香を放つ性質があるが, この芳香は
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1(ll
Slereum 属菌のある桂には共通のものの如 く, 井上は ミヤマウロコタケ (Siereum iMdura-

lum)に於てもこれを認めている.

-ゼ菌の中,分離系統 (Rhusl)は菌叢の色調他の3系よりも濃 く,濃樫黄色を量して･,発育

速度は精々遅いが,他の3系は大体その性質相類似していて,菌叢の色調は黄白色である.而し

てカタウロコクケ (チラ薗)に於ては,供試 2系共その発育速度は互に伯仲しているが,系統ⅠⅠ

(Quel-CuSII)の菌叢色調は Ⅰより濃い.上記 3培養基中乾香煎汁寒天が供試菌 6系の発育に最

適であって,特にカタウロコタケ (ナラ菌)揺-ゼ菌に比して発育がや i速かである.醤油寒天

拭乾香寒天に次いで供試両菌の発育に適しているが,-ゼ菌では屡々白色の茎中菌系が白己滑化

して倒伏し,水浸状を呈する事が多い.馬鈴薯煎汁寒天は供試 3培養基中最もー発育に不適当であ

って,この培養基上での両菌の菌糸発育は不艮である.この場合,乾香煎汁寒天と興って,カタ

ウロコクケ (ナラ霞)の菌糸発育が意 く菌叢中心vEL.は董卓菌糸が山高状に生じて基面に拡る事

が少い. 然るに-ゼ薗 4系は菌叢中央に於て盛 り上る事が少ないが,基面菌糸 は粗 に拡がっ

て,菌叢の直径から見れば,後者は前者よりも造かに大きなものとなる.一触 こ-ゼ菌の園芸周

辺は盤斡であるが,カタウtzコクケ (二ナラ菌)は波状不揃の状態を示し,且つ菌叢面には,特に

乾香煎汁寒天上に於ては中心からの放射綿が著しく目立つ.供試菌 6系の菌糸には何れも拍子体

(Clam.pconnection)を認めない.

(3) 供試菌の発育と温度との関係 常法に従って乾香煎曹寒天,稀薄醤油寒天,薦糖 2/oo'加屈

馬鈴薯煎汁寒天の3培養基を使用して,供試両菌の発育と温度との関係を実験した.供試菌系は

カタウロコクケ (ナラ薗)淡色系 (6?uercusl)並に-ゼ菌,RhusH,IIIを選んで行った.結

果の平均を示せば第 1表の通 りやある.

第 1表の結果から明瞭な如 く,供試3菌共培養基の如何を問わず,菌叢発育に対する最適温度
1り

は 280C･前後であって,カタウロコタケ(ナラ菌)に就いては,HUMPHREY及び SIGGERSの実験

結果と一致する.而して乾香煎汁寒天に於ては,3菌共発育が最艮であって,他の培養基をしの

ぎ,馬鈴薯煎汁寒天に於ては最 も不艮である事は既に前項に於て述べた処である_乾沓煎汁寒天

並に醤油寒天に於ては,カタウロコクケ (ナラ菌)の発育が温度の如何に拘らず艮好であって,

発育温度範囲も精々広いが,馬鈴薯煎汁寒天に於てはその関係は反対とな り,-ゼ菌に於て,拷

に 32OC･附近以下に於て菌糸伸長が艮好である.併し 36OC.前後に至れば急激にその発育が不

艮となって,カタウロコクケ (チラ薗) の発育が精々勝る傾向を示す. 従って カタウロコタケ

(ナラ菌)紘-ゼ菌に比し僅かに高温に耐えるものと思われる.

(4) 供試両菌の澱粉溶解力の比較 供試両菌を馬鈴薯煎汁寒天に培養した場合に,供試菌は培

養基中の澱粉を溶解利用するが,その溶解程度に多少の差が認められる.筆者等は1%庶糖加用

馬鈴薯煎曹寒天を使用して, カタウロコクケ (ナラ菌) 2系 (QuercitsI,JI)及び -ゼ菌 2系

(RhusIJ,III)の澱粉溶解力の比較を試みた.即ち培養基上に供試菌を培養した場合に,基中の

澱粉が溶解せられる事から,それらを稀薄な沃度加里液 (RuGOL氏液)で処理して,澱粉反応

を呈しない部分の直径を測定比較した.第2表は菌叢直径,澱粉溶解圏並にその両者の差を表示

したものである･而して酵素の生産はカタウロコクケ (ナラ菌)より.ち-ゼ菌に於て多少著しい

もの ゝようであa'･椅酵素の拡散は高温部に於て著しいようであるが,特に-ゼ材上の菌では,

低温部及び高温部共に菌糸の発育よりも造かに広い範囲の澱粉を溶解するものである.
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Tablel･ RelationoftemperaturestothemycelialgrowthinstrainsofSiereum
frusiulosum onculturemedia (averageresultsofrepeatedexperiments.)

備 考 ･.0.3は発育せぬもの,0.3(+)は inoculum 上に僅かに菌糸の発育したもの･ 倍本表は菌費の直

径,Dみを比戟したものであって空中菌糸の童を考慮に入れれば, 乾香寮天上の発育は醤油寒天よ

りも良好である.

Table2･comparisonofstarch･dissolving activitiesin4strainsofSimum
frusiulosum atdifferenttemperatures･

Temp-eratureoC. Quercus Ⅰ Quercus 丑 Rhus Ⅱ Fhus ⅡesgsdaSr:CEat禁aTfCやDelfcfee-LdSgdaS;rEehateriaTfeJ?einfcfee⊥ksEs:sr:ciPeat崇aTfe-Peinfcfee-I

Starchdiss01-vedarea(dia-meter)(cm,) t崇aTfe-?einfcfee-myC e~lialmat(cm.).(cm.) (琵amT,e-liFtym::C,it皇(cm.)Eter) (diame-li:iy芸 tter)(cm.) (cI¶.) (diame-1iTlyCmeitter)(cm.) (cm.) (cm.) (cm.)

410-13 00.5 *0.20.3 0,2 ･x,∃o o一2_x_i0.2 0.2 ≒-ori..言 0...…* 11..黒 ..; ::::- ll:;

162024 1.42.02.8 1.01.52.7 0.40.50,1 1.1 0.7 1i O.4 2.8 1.5 1..3 2.9 0.9 2.0

1.8 1.1 i o.7 3.2 2.3 0.9 3.3 1.7 1.6

2.8. 2.0 0.8 4.0 3.4 0.6 3.5 2.8 .0.7

28 3.2 3.2 03.1 2.3 0.8 4.5 4.1 0.4 4.2 3.3 0.9

32 3.2 3.0 0.2 3.4 2.5 0.9 4.2 2.9 1.3 4.0 2.9 1.I

36 3.0 1.7 1.3 2.9 1.4 1.5 4.3 0.3 4.0 4.1̀ 0.3 3.8

'X'mycelialgrowth-- negative･
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3)
(5) BAVENDAMM 氏酸化酵素反応 BAVENDAMM は 二･1923 年に没食子酸叉は単寧 酸 等 a)

Phenol化合物を加えた培養基に木材腐朽菌を培養した場今に,材の白色朽を基因する1)グエソ

静解菌はその培養基上に褐色の酸化帯をつくり,褐色朽を原因するセルローズ溶解菌は全然形成
5)

しない事を報告した.その後 DAVIDSON,CAMPBELL及び BLAISDELL その他多数の研究者が多

数の腐朽菌に就いて,この現象を観察したが,筆者等の研究室に於ても既に多数の腐朽菌を用い
9)

てとの反応を試み,大体に於て腐朽型とこの呈色反応が平行することを認めている.筆者等も亦

カタウロコクケ (ナラ菌)及び-ゼ材上の菌に就いて,この反応を試みたが～その結果は第 3表

の通 りである.筆者等は供試 2菌以外に,標準として既にこの反応の明瞭な,褐色朽を基因する

ツガノサルノコシカケ (Fomesp2'nicola) と白色朽を基因するコフキサルノコシカケ (Gano-

dermaabi･lanatum)とを用いて比佼したが,供試菌正は-ゼ菌 (HZmsI) とカタウロコクケ

(OuerCusI)の 2系を選んだ.庶糖 2%加用馬鈴薯煎曹寒天 (寒天 2-4%) に単寧酸 及び没

食子酸をそれぞれ 0.05,0.10,0.25,0.50,1.00,1.50% の各濃度に加え, それらを P6tri皿

に分注して凝固せしめた後,供試菌を･移植して 280C.に保った.着色帯の有無は6日目に調査

した.

Table31 ComparisonofBAVFLZqDAMM'soxidase･reactionsshown by two straiJ〕S Of

SierBumfrusiuZosum isolatedfrom fruitbodiesondifferenthosts.(average

resultsoftwoexperimepts)･

percefltageOrGallicacidadded
topotatodecoctior)

Tanr)icacidadded
octionagar

::rnafnussー NumberpercentageofofeXperi-menttopotatodec(
0 0.050.10

Diame-terorRhusmyCelialmat 1 2.2 2.3 1.92 2.4 -

(cm..)Ⅰ -

(-)(-)(.-)

RFaC-tionDiame-terofouercusMyiealtia 1Ⅰ (cm.)

1 1.6 2.1 2.0

2 1.0(-)(-)

Reac-_tiof】Diame-terofFomesMycelialbini- (cmmaf) (--)

1 7.5 5.0 3.4

2 - 6.4 - -

cola Reac-,tion (-)(-)トー)

Diame-Gano- terofdermaiMycelia1mat(cm.) 1 5.8 5.2 3.,4
2 6.5

0.100.250.501.001.50 0 0.050.100.250..501.001.50

1.9 1.7 - - - 2.■2 2.5 2.4 2,3 2.I - -

- - 1.9 2.0 1.7 2.4 - - - 2.0 1.9

(.-) (-)(′-)(-)(.-)ぐ-)(-)(-)(-)トー) (-) (-)

2.0 1.5 - 1.6 2.1 1.9 1.7 1.3 - -

- 1.5-1.3 1.4 1.0 - - - 0.8 0.8

3.4 2.9 2.8 - - 7.5 7.4 7.1 5.9 4..3 -

- - 2.8 2.1~0.5 6.4 - - - 2.8 1.4

トー) (-)(-)(-)(-)(-)(-)(-)(-)ト -)(I-)(-)

3.,4 2.3 (-)- - 5.8 4.2 2.4 1.2 0.6 -

- (-)ぐ-)(-) 6.5 - - - - 0.8 (土)

Note: (-)reactionormyce且ialgrowth-negative

(土)reactionormycelialgrowth-trace

(+)reaction-Positive
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以上の結果を見るに,カタウロコタケ (ナラ菌)は単寧酸添加の場合陀於ては,0.25%から微

かに着色し, 0･5%以上では明かに清色して濃度と共にその色調を塘すが, 没食子酸の場合に於

ては,0･05%に於て既に棋かに着色し,0.10%以上では濃度を増すに従って着色が明瞭となる.

然るに-ゼ菌に於ては, 単寧酸及び没食子酸共に 1.59% を加用しても固着色反応を呈しない.

而して標準としたツガノサルノコシカケは反応陰性であって,コフキサルノコシカケは陽性を示

している. 多量の単寧酸を培養基rL加用した場合には, 培養基は著しく白濁するのが 認められ

･る.-ゼ菌を斯かる培養基に発育せしめた場合には,菌叢下に於てこの白濁は終解せられて透明

となる傾向がある.この透明部は硫酸第 1鉄溶液による単軍の反応を呈しないので,明かに単軍

が菌によって分解せられた事がわかる.カタウロコタケ (チラ薗)にはか 1る性質を認めない.

か しる性質が Rhus菌の BAVENDAMM 氏反応陰性である事と何等かの関連を有するか否かは

別途に考究せねばならないが,筆者等は更に-ゼ材の全系統が BAVENDAMM 氏反応陰性である

か否かを知るため, 1%単寧酸及び没食子酸を添加して実験を重複した.その結果は第 4表の通

1)である.

TablC4･ ComparisonofBAVFINDAA,JM'scolorreactionandmycelialgrowthofthe

straif]SOfStereum frusiulosum isolated from fruitbodieson different
hosts.

日 :negativereactiof]･

上表の結果は第 3表を裏書し,ノ､ゼ菌 4系はすべて反応が陰性であり,且つ単寧酸の白濁を透

明にするも,カタウロコクケ (チラ薗)の2系は何れも反応が陽性であった.

添加薬剤が供試菌の発育に及ぼす影響は,-ゼ常並にナラ筒共に,比較的低濃度に於ては無添

加標準区よりも発育良好であって,特にカタウロコクケ (ナラ薗)に於てその性質が著しく,単

等酸加用の 1例では 1.5%加用に於ても柑よく標準に煙る場合がある (第 3表).

BAVENDAMM 氏反応が 最近木材腐朽菌の鑑別に軍規せられて来た反面, この反応を以って

Lignin溶解菌か香かを直ちに決定する事に対して疑問を懐 く人も少 くない. DAVIDSON,CAM-
1r)

pBELL 及び BLAISDELL 等は 200余種の木材腐朽菌を使用して BAVENDAM山 氏反応を行い･
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6) 131
大体に於て信接し得る反応と恵めているが,GARREN,伊藤 等は余 り重点を置き得ないと称して

r･)
いる.DAVIDSON 等によれば,カタウロコクケは明かに材に Whitepocketrotを基因する菌

であるが,BAVENbAMM 氏反応は陰性であったから特異なものとして取扱っている.民等は供

用した腐朽菌 200余徳を 10群に分け, BAVENDAMM 氏反応陰性で,単寧酸叉は没食子酸加用

の培養基上で殆んど同大の発育をするものを第 1群としたが,カタウロコタケをこれをnL:属せしめ

ている.しかるに筆者等の実験に於ては,0.50%以上の単寧酸或は 0.10%以上の没食子酸を加

用して培養した場合に,カタウロコクケ (ナラ菌)は明かに呈色反応を現わすものであるから,
5)･ 91

DAVIDSON 等の分類に従って類別する場合には第 1群から第8群に移すのが安当であろう.-ゼ

材上の菌はナラ菌とは性質が興っていて,BAVEND AMM 民反応が陰性である事は上記第3,4表

の通 りであるが,単寧酸或は没食子酸の濃度が 1.50%に至っても, 侍陰性を呈して,酵素分泌

に就いては明かに特異的である.併し-ゼ菌は,試薬濃度 1.50/oo/に於ても, 庸相当の発育を示

す点,更にナラ菌に於ても試薬がある濃度例えば単寧酸で 0.25% に至る迄反応が現われない点

等から考察して,更に高い濃度の試薬を使用した際には反応が陽性に転ずる場合がないとも限ら

ない.併しか iる問題は腐朽菌の Lignin分解と 0Ⅹydaseとの関係等を更に究明して後,改

めて論議したいと思う.

4･種々の材片に対するナラ菌麓にノ､ゼ菌の接種試験

筆者等はナラ菌及び-ゼ菌の-2菌を材の侵害カから比較しようとし,-ゼ,ナラ,カシ,シイ

の 4種の材片を使用して接種試験を行った,材片は木口 1.8cm 角,長さ 7cm の試片につくり,

予め乾燥重量を測定した後に,1昼夜それ等を蒸溜水中に浸漬して充分吸水せしめ,高圧殺菌し

た,培養には亀甲型培養頓を使用したが,それ等には乾香煎汗寒天を分注して,その上に供試菌

を植付け, 10-15日後に上記試片を挿入した. 而して これ等培養曙の綿栓は硫酸紙で よく包

み,240Cの定温窒軸 こ保存して竃いたが,材片は速かに菌糸によって蔽われる.約500日後そ

れ等試片を革 り博して,乾燥重量を秤量し,初期重畳との蓋を以って腐朽の程度を現わした.而

して保存期間中夏期は窒渡の上昇にまかし,叉材の含水量に就いては,特に測定を行なわなかっ

た.実験結果は第5表の通 りである (二次員参照).
第 5表の結果を見るに,-ゼ菌は-ゼ心材を可成 り激しく侵害するが,辺材侵害カは比較的に

級弱である･然るにナラ菌では,逆に辺材を極めて容易に侵し得るものである.而してナラ材に

至っては,ナラ菌の侵害力は-ゼ菌よりも造かに大である.筆者等はこの実験結果を裏付けるた

め第2回実験を行ったが,実験の都合上 1部は ERLENMEYER 氏 3角境を以って代用した.400

日夜測定の際には,乾燥重量法を用V,･ないで,材中の腐朽小孔 (pockets)の形成程度を以って

被害程度を判定した･筒3角嘩使用の場合には,材片は寒天面に平面に接着せず,その1端で接

触するのみであるから,材片の含水量は他の場合と些か興るものと思われるが,菌糸が速かに発

育して材面を蔽 う事は亀甲曙の場合と大差がない.これ等の材片に於ては,pocketは材の表面

迄あらわれる事は稀である.
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Table5･ InoculationexperimentsofRhusandQuercus←strainsofSiereum

frusiulosum onwoodblocksofbothplants.

';('Decreaseofthedryweightofthewoodblocksinchecksseemstobeduetothe

contaminationofmouldsduringtheincubationperiod･

第 2回接線実験はその判定方法が極めて粗雑であったが,第 1回実験と同様,-ゼ菌は-ゼ辺

材に対して侵害力が弱 く,ナラ,カシに対しても亦侵害力は微弱であった.然るに,ナラ菌は-

ゼ心材に対して種々弱小が,-ゼ辺材及びナラ,カシ,シ諸材イに対しては激しい侵害カを示し

た .

-ゼ菌がノ､ゼ心材を侵害する時には, 材は黄色を失って褐色に変じ, 材の中心部に迄大きな

pockets(23-4×5-1mm.)を形成する (第 2図版,第1,2,3,4図).而して, -ゼ菌 4系

中 Rhuslの菌叢濃色系が最も侵害力大であるもの 如ゝ く (第 5表), pockets の大きも亦大

である.然るにナラ菌rL於ては,-ゼノLI､材の侵害は,特に材の黄色程度の著しい場合には,極 く

材片の木 口に限られ, 材の褐変 もその部分に限定されていて, pockets も亦-ゼ菌に比較すれ

ば小さかった (pocketsの大き,6-2×2-1mm･)(第 2図版,第 5,6,7,8,19,20因).而
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して供試した2系統中では,-ゼ菌と同様濃色系の Quercus町に於て侵害カが梢々著しい.従

ってこれ等供試菌rL就いて観察した範囲内では,菌叢の色調と材の侵害カとの問に多少の関係が

あるもの ゝようである.

-ゼ辺材に対して-ゼ菌の侵害カが弱い事は前述した通 りであって,その pOCketsも明瞭で

ないが,ナラ菌は庄野に辺材に対して著しい侵害力を示し,その pOCkets も明瞭である (第2

図版,第 13,14,15図).カシ,ナラ材に対する侵害カはナラ菌に於て著しく,特にカシ材に対

してはナラ菌は極めて美麗な舞紋を形成して,工芸的価値を認めるが (第 2図版,第 9,10,ll,

12図),その pOCketsは狭小で,ナラ材の pOCketsは特に狭長である (第 2図版,舜 16, 17

図).

これ等の接捜した-ゼ材に於ける囲朽小孔の白色繊維状物は celluloseの反応を星する事は既

述の採集標本に於ける場合と同様である.木質繊維の cellulose 反応は小孔附近の遊離した繊

維に於ても認めるが,小孔から遠ざかるに従ってその反応は消失する.而してか ゝる小孔形成の

初期に於ては,肉眼的には左程白色に見えない場合に於ても,それ等の紙経は既に cellulose反

応を顕著に現わしている.以上の諸点に就いては,供試 2菌の何れによる被害材も同様である.

菌糸は両菌共小孔中には見られないが,褐変部並にそれに接近した黄色部の細胞間隙,年ば遊離

した木繊維,導管細胞中等には認められ,共に比較的繊細であって,木材細胞膜を貫通する際に

は括れるのが認められる.而して網状に走る菌糸には多数の結節状物を認める.

5.ノ､ゼ材の黄色色素 と供試菌々糸の発育

云ゼ菌による-ゼ心材の腐朽が辺材よりも著しいのに反し,ナラ菌の場合には心材よりも辺材

に於て腐朽が甚しく,且つ心材の黄色程度が著しい材ではナラ菌による侵害が少い点等から,翠
7)

者等は菌糸の発育と心材中の黄色 索々との関係をL考えて次の実験を行った.即ち了､ゼ心材の砕片

100gr.を蒸滑水 1000cc.で 30分間煮沸煎出して, 色素を溶出せしめ,それに3%寒天を加え

て,常法によって Petri皿に分注したが,煎田液は pH4.2であった.これ等に供試両菌の6系

を移植して,280C.に10日間培養して菌叢の大きさを調査した.結果は第6表の通 りである.

Table6･ RelationofthemycelialgrowthofthestrainsofSiereumfrusiulosum
totheyellowpigmentinheartwoodofRhussuccedanea･

旺 Rhus I Rhus ∬ Rhus Ⅱ Rhus nR

川. 3.5cm. 3.4tm. 4.1cm. 3.9cm.

3.5 3.6 4.0 4.0

3.5 3.5 4,1 4.0

即ちナラ菌では,菌叢は精 厚々 くなるが,菌糸の伸長は極めて遅 く,発育抑制の傾向が認めら

れる.然るに-ゼ菌では菌叢は精々粗薄となる傾向はあるが,よく伸長して菌叢直径は造かにナ
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ラ菌を凌駕した.か 1る事実はナラ菌が-ゼ心材を侵害した場合に, pOCketsが木口に極限し

て作られる点に多少関係があるものと思われるが,恐らく色素の毒性に基 くものであろう.而し

て-ゼ菌は この色素の存布によって,却って菌糸の伸長を促し, 材の内部迄よく腐朽せしめ,

pocket形成を促進するものと思われる.

6.供試 2菌の異同に関する考察

前節迄に筆者等はナラ薗及びノ､ゼ菌の稜々な生理学的性質並に材侵害力等に就いて記述した.

それ等の諸性質を比較した場合に,それぞれの点に於て特に酵素の分泌能力に於ては,多少の差

異を認めるが,それ等が 『薩』の判定を行 う場合の極めて有力な標徴とは考えられない.従来菌

業勘こ関して創設された多数の 『種』を見るに,それ等の多 くは形態学的差異を以って分類の基礎
8)

としている場合が多い.従って筆者等は-ゼ菌とナラ宙との産別判定を行 うに際して,子笑体の

形態に鼠氏を漬くのが安当であろうと思 う.両菌の子実体は筆者等の観察範囲内に於ては全 く差

異を認めない.今標本並に記載によってナラ材のカタウロコク7/の形態を見る隼 子実体は硬い

木質であって背藷性であり,最初は小癖状であるが,漸次不規則な多角形とな り,子笑唐面は次
4)

白色,多数密生Lで恰も亀裂したような観を量する処もある.BURT によれば,子実体は 2-4

mm.の大きさを有し, 多少縁が反乾しているが,筆者等の観察結果では子実体は 1-10mm.

である.胞子は楕円形叉は卵形に近い形であって,平滑無色であり,その大きさは3-4×5-6/1
14)]5)16)

を算する.併るに-ゼ菌では,子実体の大きさ 1-10mm,多 くは背活性であるが, 材の側面

に生じたものでは,や ｣反転して義朝 のものをつ くり,その色子笑唐は衣白色,材に清 く部分は

褐色である.胞子は3-4×4-6ILの大きさを看して,卵形に近い楕円形で 1端に乳状突起を有

して準栗の桂子状を星し(第 1図),胞子粉は白色である.即ち以上の記薮ではこれ等の形態は全
ll)

く一致するものという事ができる.今関は Stereum am 70Sun乙の本邦勘 室する事を記して,そ

れをオホカタウロコタケと呼んだが,この菌はシィ,ナラの外,サクラ,-ゼノキ等をも侵して

材に白色孔J,1,,ざれを起すものである.これによれば,木蘭の腐朽孔はカタウロコタケのそれよりも

大きく,長紡鍾形をなす傾向がある.握朽孔に関しては,-ゼ菌はオホカタウロコタケに類似す

るようであるが,オホカタウロコタグは本来大形に発達する菌であって,通常明瞭な反転吾を形

成して,背着部に亀裂を生ずるものである.筆者等の蒐集した-ゼ菌の子実体を見るに,明かに

亀裂によると思われる部分 もあるが, 多 くは明かに小托点に発育して互に密接したものと思わ

れ(第 1図版,第 3,4図),且つオホカタウロコタケの如き大形のもの糾まならないように思わ

れる.オホカタウロコタケの胞子に就いてほ現今筒記載されたものがない.従ってこれ以上の比

較は困難であるが,筆者等は上記の諸点より判断して,-ゼ菌及びナラ菌を同一の種と認め,節

者を後者力タラロコクケの 1生態観として取扱い疫いと思 う.

7.摘 二要
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1_本論文に於ては-ゼ心材上に発生して,孔輝状白色朽を基因する StereuTn属菌の 1種に

就いて子実体の形態,2,3の生理学的性質等を記適した.

2.-ゼ菌の子実体は質硬 く,小形で,その大きさ 1-10mm･,-ゼ古株上に多数賛生して,

その形状はカ,ダウロコクケに極めて類似している.胞子は楕円形,奉果桂子形,無色であって,

3-4×4-6Fl,カタウロコクケと全 く同一である.

3.供試カタウロコタケ (ナラ菌)及び-ゼ菌の2菌の菌糸発育は共に280C･に於て最も旺盛

で,何れも乾香煎汁寒天上で最もよく発育する.而してナラ菌は乾香寒天上では-ゼ菌より発育

が よく,馬鈴薯寒天上では却って-ゼ菌の方が艮好である.

4.BAVENDA叩M 酸化酵素反応は白色朽を基因する lignin終解菌に於て一般に陽性,褐色柘

を基因する cellulose溶解菌では陰性である.孔腐状白色朽を基因するカタウロコクケでは,

この反応は陽性であったが,同じ腐朽型を示す-ゼ菌に於ては陰性であった.

5.稜々の材片に接種した結果によれば,-ゼ心材に対しては-ゼ菌の侵害力が強 く,-ゼ辺

材に対しては-ゼ菌よりカタウロコクケの侵害力が強い.釆ナラ,カシ材等に対してはカタウロ

コクケq)侵害カが演者である.

6.筆者等は供試 2菌の生理学的諸性質を比較して,酵素の分泌能力に於ては多少の差異を認

めたが,子実体並に胞子の形態に於ては全 く差異を認め得ないので,これら2菌を同一種と認め,.

-ゼ菌をカタウロコタケ.(StereuTnfrustulosu,,i)の1生態種と認めた.

Resume

Since1927thewritershavemadealargecollectionofspecimens belonging

tothegenus､Sieク･eu/aWhichproducedlargebeautifulpocketsintheheartwood

ofRhussuccedanea. Thespor｡phoresofthefungusarealmostsimilarin the

morphologicalcharacterswiththoseofStereumfrustulosum.

Thepresentpaperdeals with the results of the writers'Comparison of

morphologicalaswellasphysiologicalcharactersofthepresentfungusattacking

deadheartwoodofRhliSSuCCedanea with those of Stereum frustulosuln.,gene-

rallyknownasawood-destroyingfungusofoakandotherspeciesof6?uercus

As already st.ated,themorphologicalcharactersofthe fruitbodies of the

above two fungiare quite undistinguishable. Although the hostplants are

different,theyaresmallineithercase,1-10mm.indiameter,resupinatingon

thesurfaceofdeadheartwood.Thebasidiosporesofthesetwofungiarealso

undistinguishable,showing ellipsoidorappleseed･shaped,hyaline and 3-4×

4-6〟lnSize.

TheQuercusstrainshowsmore vigorous growth of mycelium on apricot-

decoctionagarthantheRhusstrain. On potato-decoctionagarthelatterdeve-

lops,however,morerapidlythanthe former. The optimum temperature for

themycelialgrowthofbothfungion culturemediase･emstolieatca.280C.

GenerallytheBAVENDAMM'sreactio､nofthelignin-dissolvingfungiispositive,
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showing brown color of agar media in which tannicor gallic acid is

added. Inthewriters'investigationthe.positivecolorreaction was shown in

thecaseoftheQuercusstrain butnotinthe caseofthe Rhusstrain,even

when I.5% ofsuchacidwasadded. Inthe artificialinoculation,theRhus-

Strainofthefungusheavilyattackedtheheartwood of Rhussuccedanea pro-

ducinglargewhitepockets in the wood blocks tested. The Quercus-strain,

however,didnotattacksoheavilytheheartwoodofthesameplant,showing

smallpocketsnearthesurfaceoftheblocks.Thisfactisprobablyduetothe

toxicactionofyellow pigment whichstainsheartwoodofRhussuccedaJn,ea.

From themorphologicalcharactersofthesefungi,thewriterscameto the

conclusionthatthefungusin qtleStion(Rhus-strain)isnothingbutabiological

form ofStereu,rLfrustulosu,awhichattackscommonlythedeadstumpsofoak-s

andotherspeciesofQuercus.
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赤井･達見 :-ゼ (Rhussuccα由nea)枯棟心材に孔腐耽 白色朽を基因するカタウロコタケの一度窓種の研究

ExplanationofFigures.

Plate I

Fig.1皮2 Cutsurfacesofthedecayedwoodsof Rhussuccedbnea infected by.the

biologicform ofSiereum fnslulosum.

Fig.3皮4 Fruit-bodies of the biologic form of Siereum frusiulosum producedらrk
deadwoodofRhussuccedanea.

Plate Ⅱ

Cutsurfacesofthedecayedheartwood(No･1)of Rhussuccedaneainoculated bythe

strainsof,Siercumj71uSiulosum.

Fig･1 DecayedwoodinoculatedbytheRhus･StrainI

Fig.2 ,, ,, 日 Rhus･strainjt

Fig.3 日 日 日 Rhus･strainⅡ

Fig.4 ,･ 日 ,･ Rhus-strain皿

Fig.5,6 ,, ,, ,･ Quercus-StrainI

Fig.7,8 日 ･日 ,, ′ Queycus･strain丑

cutsurfacesofthedecayedoakwood(Quercussp･)inoculatedbythestrainsofSiereum

frusiulosum.

Fig.9,10 DecayedwoodsinoculatedbytheQuercus-strain工

Fig.ll,12 DecayedwoodsinoculatedbytheOueycus-strain】【

CutsurfacesofthedecayedsapwoodofRhussuccedaneainoculatedbythe strains Qf

Siweum fnLSiulosum･

Fig.13 DecayedwoodinoculatedbytheQuercus-strain丑

Fig.14 " ･･ ･･ Quercus-strainI

･Fig.15 ･, =･ H Rhus-strainⅡ

CutsurfacesofthedecayedheartwoodofQuercussewaiainoculatedbythestrainsof

Sicreum fnLSiulosum.

Fig.16 Decayedwoodinoculatedbytheeuercus-strainⅡ

Fig.17 日 = ‥ Qw cwIStraiAI

Fig.18 ･･ 日 ,, Rhus-strainⅡ

Cutsurfacesofthedecayed heart,.wood (No.2.Iwood color-deep yellow)of Rhus

succedaneainoculatedbythestrainsofSiereum frusiulosum.

Fig.19 DecayedwoodinoculatedbytheQuercus-strainj【

Fig.20 日 M H Quercus-strain工

Fig.21 日 = ･･ RhusIStrainⅡ
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